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研究成果の概要（和文）：本研究では、資源大国ロシアにおける国家資本主義（ステート・キャピタリズム）の
台頭について、その拡大傾向と発展の背景と意味、およびその仕組みと影響を、ソ連邦解体後に市場経済への体
制転換過程で生成された政府と企業の間に機能する特有の相互関係を踏まえ、（１）市場と政府との関係、
（２）資源と企業の役割、（３）公式（フォーマル）制度と非公式（インフォーマル）な制度の連関を軸に、明
らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study examines the rise of state capitalism in Russia, focusing on the 
development of state-business relationships that emerged since the collapse of the Soviet Union. 
Having scrutinized the following three areas, namely,  the relations between the government, the 
roles of natural resources and firms, and the linkage between formal and informal institutions, the 
study has revealed the inner workings of the Russian political economy, which can be characterized 
by "Russia-style State Capitalism."

研究分野：地域研究関連

キーワード： ロシア　国家資本主義　政府と企業　非公式制度　ロシア企業　ステート・キャピタリズム

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
現代ロシアを分析対象としたステート・キャピタリズムに関する学術的考察は、多くの未踏領域を残している。
本研究の学術的意義は、政府や国営企業が影響力を拡大する「ロシア型国家資本主義」の仕組みを、現代ロシア
を理解する鍵であるインフォーマリティ（非公式性）に着目しながら明らかにしたことにあると考える。また、
ロシアによるウクライナ侵攻が続くなか、現代ロシアの国家資本主義的な政治経済の構図を解明することは、ロ
シアの政治経済体制を理解する手がかりを提供するという点で、社会的意義があると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
 リーマン・ショックに端を発したグローバル金融危機や、政府や国有企業が重視される新興諸
国の台頭をうけ、経済における国家の役割が注目されるようになった。実際、国有企業、民間巨
大企業、政府系ファンドなどの機能が高まることで国家は主要な経済アクターとして看過でき
ない存在となっている。近年、ロシアや中国など、市場メカニズムを受け入れながら国家の影響
力強化を追求し、政府が経済において支配的な役割を担う国々が台頭し、「国家資本主義」とし
て位置づけられるようになった。 
ロシアでは 2000 年に始動したプーチン政権下で資源・エネルギーなど政府によって「戦略的」
とみなされる分野での国家による介入が進んだ。例えば、地下資源開発、航空、軍需、原子力産
業において、国家管理が強化され政府系企業が躍進した。このような状況から政府や国営企業が
影響力を拡大するロシア型「国家資本主義」が形成されたとみられているが、その動きに関する
分析は多くの未踏領域を残していた。 
 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、ユーラシア地域大国の中国やロシアで台頭する「国家資本主義」について、
その拡大傾向と発展の背景と意味、およびその仕組みとグローバルな影響を体系的に解明する
ことにある。研究の主眼となるのは、国家資本主義のうごきについての分析が中国に比べ極めて
不十分な状況にあるロシアの事例の検証である。本研究は、資源大国ロシアにおける国家資本主
義の台頭を、ソ連邦解体後に市場経済への体制転換過程で生成された政府と企業の間に機能す
る特有の相互浸透関係をふまえ、（１）市場と政府の関係、（２）資源と企業の役割、（３）公式
（フォーマル）と非公式（インフォーマル）な制度の連関を軸に明らかにすることを目的とした。 
 
 
 
３．研究の方法 
 
ロシアの国家資本主義の分析を、その基軸となる戦略的産業分野における国家主導について
の検証を中心に深化させることから着手した。主な視点として、現代ロシアにおけるロシア企業
システムの特徴、国家産業支配の背景と特質、ロシア企業管理メカニズムの特殊性に関する分析
を通じ、ロシア型の国家資本主義の仕組みの解明を行なった。 
文献調査と現地調査を有機的に組み合わせて行う予定であったが、Covid-19 の影響により、
在外調査などの見直しを余儀なくされた。現地調査に代わって文献調査を中心に研究をすすめ
ることになったが、オンラインでのヒヤリングなども取り入れることによって、効果的に研究す
ることできた。 
 
 
 
４．研究成果 
 
ロシア型国家資本主義（ステート・キャピタリズム）の様相について、ソ連邦解体後の市場経
済への体制転換過程で展開をみたロシアの国家企業間に内在する相互浸透関係を踏まえ、以下
の点を中心に明らかにした。 
・資源大国ロシアにおける企業システムは、国家部門の影響力の高さ、資源部門のプレゼンス
の大きさ、大企業の市場支配度の高さが顕著であることを実証し、企業システムの特徴とその政
治経済的意義を示した。 
・現代ロシアでは、国家産業支配と企業管理のメカニズムの特質は「インフォーマル・ガバナ
ンス」を手がかりとして理解できることの有用性を示した。資源など戦略的分野においては特に、
このインフォーマルガバナンスが国家主導型経済のツールとして戦略的企業体の支配・管理・運
営にみられる動作原理となっており、ロシア型国家資本主義の重要な特徴であることを明らか
にした。 
・とりわけ本研究の学術的独自性が成果として反映されたのは、現代ロシアを理解する鍵であ
るインフォーマリティ（非公式性）に着目し、公式制度と非公式慣行との交差と影響について検
証した点にあると考える。 
・研究期間全体を通じ、近年国際秩序のあり方に影響を及ぼし地政学的関心も高まる新興国や



資源国の国家資本主義的な政治経済の実態の研究をロシアを軸に実施した。研究実績として、ロ
シアの戦略的産業分野における国家主導を特徴とするステート・キャピタリズムについての成
果をはじめ、国内外の学会で報告をおこない、国内外の複数の査読誌を含む論文を刊行すること
ができた。 
 
本研究の成果がもたらしうる学術的意義および社会的意義は以下のとおりである。 
・現代ロシアを分析対象とした国家資本主義に関する学術的考察は、いまだ不十分な点が残っ
ている。本研究の学術的意義は、政府や国営企業が影響力を拡大する「ロシア型国家資本主義」
の仕組みを、現代ロシアを理解する鍵であるインフォーマリティ（非公式性）に着目しながら明
らかにしたことにある。 
・本研究でなされた検討は、他の新興国や産油国、ポスト共産主義国などの経済制度分析に新
たに視座を与え、国家資本主義の国際比較に役立つ枠組みに発展するものであるといえよう。 
・また、ロシアによるウクライナ侵攻が続くなか、現代ロシアの国家資本主義的な政治経済の
構図を解明することは、ロシアの政治経済体制を理解する手がかりを提供するという点で、社会
的意義があると考える。 
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